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6 月迄に御献金・御献品頂いた方々

 加藤ミスエ様 田中智子様 津守哲郎様　
山下茂子様 池本久子様　中島薫様 安永一弘様

カトリック呼子教会様
もろくま心療クリニック 諸隈秀臣様 

肥前精神医療センター 杠岳文様 吉森智香子様
武藤岳夫様

NPO 法人九州 DARC 様
団野総合法律事務所 団野克己様
武雄法律事務所 大和幸四郎様

池田・井寺法律事務所 井寺修一様
はやて法律事務所 福島和代様

わかくす法律事務所・鹿島オフィス 江越正嘉様
大川・永尾法律事務所 永尾竹則様

中尾中法律事務所 中尾中様
隈法律事務所 隈淳平様

佐賀 DARC にご支援して頂きまして
心から感謝致します

佐賀 DARC をいつもご支援くださり、ありがとうございます。
今、苦しんでいる依存者に回復のチャンスと場を提供していくため
皆様の資金的な御支援が必要です。御支援・御協力を何卒宜しくお願い致します。

○郵便振替
口座番号　01750-9-123470
加入者名　佐賀ダルクを支援する会

※原則として、郵便局で受け取る振込金受領票の写しを以て領収書に代えさせて頂きます。
※発送作業簡略化の為、郵便振替用紙は全員の方に同封させて頂いております。
入寮施設での食料 (コメ・調味料･油･コーヒー・砂糖･) 日用品 (洗剤・タオル・シャンプー、リンス・
石鹸 )の献品も引き続き募っておりますので何卒宜しくお願い致します。

皆様の温かい御支援をお待ちしています。

〒840-0012
佐賀県佐賀市北川副町大字光法 1648 番地
TEL.FAX/0952-28-0121
E-mail.saga-darc@asahinet.jp

http://
saga-darc.com

佐賀 DARC のホームページ ,Facebook
開設しました。今後イベント情報、ブ
ログ、仲間のメッセージ等を掲載して
いく予定です。ぜひご覧になってくだ
さい。

このニュースレターは、赤い羽根共同募金の配分金で作成しています。

7 月 活動予定　

2.16. 佐賀少年刑務所
               薬物離脱指導
ひなた猫
第２・４水曜日　13:30-15:00
＊第１回（7/9） 
イライラの原因を見直す
＊第２回（7/23）
解決策を探す
＊第３回（8/13）
気持ちをやわらげる
（Soothing/ スージング）
＊第４回（8/27）
イライラしにくい体づくり

　毎週木曜日

肥前精神医療センター

DARC ミーティング
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https://www.
facebook.com/
saga.darc
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　こんにちは、薬物依存症のノビ太です。
今回のニュースレターは宮崎のギャザリングの事を書きたいと思いま
す。
　6月 13、14、15 日に、2泊 3日で宮崎のギャザリングに皆で行っ

てきました。前日に雨が少し降っていたので天候が少し気になりましたが、当日
は曇り空。雨が降らなかった事にハイヤーパワーを少し感じました。
　宮崎のギャザリングには 50人から 60人の仲間が集まりました。僕は人見知りをして
しまうタイプなので自分からハグや握手をするのが本当に苦手なのです。さらにやっか
いなのが人と話をすることも苦手で、何を話せばいいのかわからなくなります。でも、
このギャザリングで一番良かったことは色々な仲間達との出会いや、たくさんフェロー
シップがとれたことです。
ミーティングではキャンドルミーティングや仲間達のバースデーミーティングがあり
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 その事を一緒に来ていた仲間に見られていました、恥ずかしいことですね。
その後は起きましたが、時すでに遅く、フォーラムも終わりか
けでした、又、やらかしました。
 その時はそれ位にしか思っていませんでした。

 その後は北海道のメンバーとも会いＮＡミーティングにも参加
させてもらい、色々な話しを聞かせてもらい、私は驚きでした。
 北海道のＮＡミーティングは物凄く元気で活気がありました。
何時も仲間がミーティングは自分の為にやるんだと言っている
意味が解ったように思えました。
 ミーティングが終わり北海道のメンバーも一緒にご飯を食べながら話しをしながら感
じた事は、みんな真剣に回復の事を考えているんだなと思いました。
 自分は今、施設で暮らさせてもらって居るのですが、プログラムでもそこまで真剣に
取り組んでいるかな？と考えてみるとやらされているように思っている、意識が明らか
に私と違う事にきづかされ恥ずかしく思いました。

 仲間はそんな私にその事を自分の肌で感じて欲しいと思って、私をわざわざ北海道ま
で連れて来てくれていたのだと思います、そんな仲間の気持ちもその時の私には解らず
に居ました。
 私は美味しいスープカレーが食えてよかったくらいしかなく、明日は何処に行けるの
かな？と楽しみでした、翌日は、ジンギスカンを食べて、次の日には小樽に向かう道中
で北きつねにも出会い、お昼からホタテイクラ丼を食べさせて貰い小樽のミーティング
にも参加させてもらい帰る前にはテレビで見るような凄い温泉にも連れて行ってもら
い、本当に楽しませてもらいました。でも今これを書きながら思う事はあの時は本当に
観光気分でしかなかったです。
 でも今施設に帰って来て思います、これからはもっと真剣に自分の回復について取り
組みたいと
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　私がＤＡＲＣにつながるまでに「これまで施設経験が２度もある
のにまた１からプログラムを受けなきゃいけない」なんてとても受
け入れる事ができませんでした。

 だけどこのままではいけないと自分のなかでいろんな思いが葛藤
しながらも、以前入寮していた施設へもう１度入寮させてもらえ

るようにお願いをしたのですが・・・答えは「自助グループには行ってるの？自助グルー
プに参加し続けてそれでも駄目だったら話を聞くよ」「Ｍは施設のプログラムを終えた
のだからまた戻ってきても意味がない、そのプログラムを今度は自分で使っていってほ
しい」でした。

 やる事もやらないでただダメになったら施設へ逃げ込む・・・安易な考えですよね。
周りには一生懸命にやってもダメで施設につながりたくてもつながれない仲間もいるの
に、そんな人達に失礼だし、申し訳ない事をしていたんだと思います。

「以前はやっていたんだ」「以前はできていたんだ」、と高慢になる材料が、STAFF 研修
に入ってから「できない自分、同じミスを繰り返す俺」を少しずつ認められるように成
ると、そんなことが恥ずかしく思える様になってきています。ありがとうございました。
アディクトＭより。
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ましたが、心に残るミーティングはテーマが「希望」での
ミーティングです。
 このミーティングは事前に番号の書かれた紙を渡され、司
会者がクジを引き当たった番号の人が話をするというミー
ティングで僕は「4」番を持っていました。
 僕は 60 人もの人がいるから絶対に当たらないと思ってい
ました。
 だけど僕の考えは甘かった。なんと「4」番のクジが引か
れてしまい頭の中はパニック！普段のミーティングでさえ話がまとまらないのに 60 人
もの人前で話をするなんて。

 パスも出来たのですが大勢の人前で話をする機会な
ど、めったにないと思い話をしようと思いマイクを手
にしましたが、頭の中はもの凄くパニック！！けっきょ
く 3 分ぐらいで話を終わらせてしまいました。
 これは絶対にハイヤーパワーだとおもいます。
ギャザリング最終日は雨が少しパラパラと降りました
が、無事にギャザリングを終えることができ色々な面
で勉強にもなりました。
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 こんにちは、薬物依存症のコウジロウです。
またもや施設を飛び出してしまいました。
 京都の施設に居た頃から通算するとこれで３回目です。
今回は１０日ほどで帰ってきました。
 もう帰る事はないだろうと思って飛び出したんですが、まさか こんなに早く
帰って来るとは思いもしませんでした。飛び出す度に後悔して、何度も同じことを繰り
返して全く学習しないこの有様はまさしく滑稽だと思います。
 
 帰ってきた時も全然やる気がなくて「行くところがないから」といった理由で仕方な
く帰ってきたような感じで、１週間くらいは「つまらないなあ」というような気持ちで
毎日何もせずに過ごしていました。
 
 しかし施設長から「施設移動を考えている」という事を聞かされてやらざるを得ない
状況になり泣く泣くプログラムをやり始めました。
 やってみると案外おもしろくて、毎日意味なく過ごしていると感じていたものが一転
有意義な生活に変わり始めました。
 
 自分はやる前から「こんなことやってもなんの意味もな
い」とか「めんどくさい」と言ってやろうともせずに悶々
としていただけでした。やれば難しいことなんか無いし、
自分で勝手に難しく考えていただけのように思えます。
 今は施設の生活が最高に楽しいとまでは言えませんが、
少なくとも前のような生活ではないし、その時よりも楽
しいと言い切れます。
まだ自分は薬が止まって１カ月ちょっとほどですがめげ
ずにがんばっていこうと思います。
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こんにちは依存症のつよぽんです。
梅雨に入り雨が良く降り、じめじめ
して、洗濯物は乾きにくいし、生
臭いし全く嫌になりますよね、テ
ンション下がりますよね、でもそ
んな季節に、私は生まれたのです。

 ５１歳の誕生日を迎え今回は私の５１年を振り返りたい
と思います。
 若い頃は５０才になったら仕事も引退しのんびり暮らそうと思っていました。
だから５０才までは一生懸命働いてやろうと考えていました。そうして家庭の為と自分
に言い聞かせながら自分なりに働きました。
 それで家庭の事、子供の事はすべて妻に押し付けて男は外で働いて金を稼いで来れば
良いのだと思っていました。

 だから仕事を優先させて家庭は二の次にしていました。
そんな中、事故にあい歩けなくなりました、医者からは歩け
無くても人生楽しい事が有るからと言われ、私は自暴自棄に
なり妻に当たり散らしていました。
 そんな事に妻は耐えられなくなり離婚する事になりました。
それで私の考えた事はやっぱり、金を稼ぐ事の出来ない男は
役立たずなだけと考えるようになりなした。
 そして、私をこんな体にした人が悪い、神様が悪い、と恨む
ようになり生活も荒んでいきました。

 
 そんな中、でもやっぱり歩きたいと思うようになり、あれだけ恨んでいた神様にお願
いする自分がいました。相変らず自己中だと思います。
 でも、そんな私でも神様は見捨てないでいてくれました。
 そのお陰で歩けるようにもなり、仕事も出来るようになり人生を取り戻した、かのよ
うに思いました。
 それが、すべて自分以外の力だとは考えもしないで、すべて自分が頑張ったからだと、
そんな考えですから薬物を使う事も言い訳を並べて使っていました。
 そして使い続ける中、依存症になり生きて行く事も死ぬ事も出来なくなり、自分では
どうすることも出来なくなり、施設に助けを求めてきました。
 そんな私を、ダルクの仲間は笑って受け入れてくれました。
そんな仲間に５１才の誕生日を祝ってもらいました。
 今までの自分の人生の中で一番嬉しい出来事です、言葉は出ず、目から涙があふれで
て本当に嬉しくて、嬉しくて仕方ない、そんな誕生日でした。

 それからしばらくして北海道ダルク１０年フォーラム
に連れて行っても
らいました、でも
フォーラムが始ま
り一番大事な話し
の時に私は居眠り
をしてしまいまし
た。
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 こんにちは、薬物依存症の佑樹です。
　
DARC に繋がる前の自分を少しだけ話
させていただきますと、僕は脱法
ハーブに完全に支配されていて脱法

ハーブの為なら、人を騙し、平気で嘘をついてし
まう自分が嫌で嫌で堪りませんでした。
 
 そんな自分にもう耐えれなくどうしようも出来なくなっていたところ、ある信頼して
る先行く仲間から佐賀に行ってみたらどうかと提案をして頂き 6月 16 日に佐賀 DARC に
繋がることが出来ました。　
 佐賀 DARC に入寮させて頂き二週間が経ちましたが、今まで生活していた環境、人から
の急激な変化に慣れず、毎日戸惑いながらの生活を送っています。　入寮した次の日に、
妄想に駆られた仲間がいきなり殴りかかってきたりと、とても平穏な日々とは言えませ
んが、これも全部、いつかは自分の為に成る、と自分に言い聞かせて逃げ出したい気持
ちに歯止めを効かせています。　

 また、素面で生活していると自分の過去を悔やんだり、どうしようもできないもどか
しさから、なんとも言えない嫌な気持ちが襲ってきますが、そんな時には、平安の祈り
を唱え、一時の平安を手に入れています。
 これからの施設生活でも今以上に嫌な気持ちになることも多々あると思いますが、「今
が踏ん張り時だ」と自分に言い聞かせ、「変えられないものを受け入れる落ち着きを」
と心で唱え、クリーンを築いていけたらと思います。
　
 中々楽しいと思える瞬間はありませんが、与えられ
た環境下でどれだけ楽しむ事ができるかを模索しなが
ら毎日を過ごして行きたいな、と考えています。　
 そして、薬に囚われることなく、素面が楽しいと思
える日が来ることを信じて、日々精進していこうと思
います。　最後に僕が変わるチャンスを与えてくれた、
両親、沖縄のみんな、施設長に感謝をするのと同時に
僕の変わっていく姿を見せることが出来たら良いなと思いま
す。
　　
 PS　底まで行っても底は無しとは誰かが言った言葉ですが、
底は自分が決めるものですね。笑
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